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　本日、第７回埼玉農業大賞を受賞されました皆
様に心からお祝いを申し上げます。
　埼玉農業大賞は、革新的な農業経営に取り組ま
れ、埼玉農業の振興や地域活性化に貢献された
方々の功績を称えるとともに、そのビジネスモデ
ルを広く発信し、本県農業を持続的に発展させて
いくことを目的にしています。
　受賞者の皆様の農業経営に対する並々ならぬ熱
意とたゆまぬ努力に対し、深く敬意を表します。

　農業の発展には「労働」、「資本」、｢技術｣ の３つが重要と言われています。
　本県の農業は、優れた担い手、肥沃な農地、先進的な技術の３つの要件を
備えています。
　さらに、約４，３００万人の消費者を擁する首都圏に位置し、ヒトとモノ
が容易に移動できる交通の要衝であり、多数の食品関連企業が立地するとい
う大きな強みを持っています。

　こうした条件を生かして、農業産出額が全国第５位の花き、第６位の野菜
をはじめ、米、麦、果実、畜産など多彩な農畜産物が生産されています。近
年では、これらの農畜産物を自らが加工・販売する農業の６次産業化の取組
が盛んに行われています。また、埼玉での農業経営を志す新規就農者や農業
参入企業も年々、増加しています。

　２０１９年にはラグビーワールドカップ２０１９日本大会が、２０２０年
には東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会が本県でも開催さ
れます。会場を飾る花をはじめ、宿泊施設への県産農産物の供給など、新た
な需要の拡大が期待されます。
　私は今後とも、埼玉農業が成長産業として発展するよう、全力で取り組ん
でまいります。
　このたび受賞されました皆様には、優れた技術や経営能力を存分に発揮し
ていただき、引き続き埼玉農業の発展に格別のお力添えを賜りますよう心か
らお願い申し上げます。

平成２８年１１月２０日



１　埼玉農業大賞について
（１）趣旨

　埼玉農業大賞は、革新的な農業経営や地域農業の振興に優れた功績を上げて
いる農業者に、知事の表彰状を贈り、その成果を称え広く紹介することによって、
本県農業の持続的な発展に資するものです。

（２）表彰
　賞の対象は、県内で意欲的に農業を営む個人・法人又は団体とし、埼玉農業
大賞に、農業ベンチャー部門および地域貢献部門を設けています。
　表彰は、農業ベンチャー部門および地域貢献部門で、最も優秀な者それぞれ
１点以内を大賞とし、また、大賞に次ぐ優秀な者それぞれ３点以内を優秀賞と
して賞します。

（３）主催
　埼玉県

（４）後援
　埼玉県農業協同組合中央会、全国農業協同組合連合会埼玉県本部
　埼玉県信用農業協同組合連合会、埼玉県農業共済組合連合会
　一般社団法人埼玉県農業会議、公益社団法人埼玉県農林公社
　一般社団法人埼玉県畜産会

（５）特別協賛
　ＪＡグループさいたま
　株式会社協同商事コエドブルワリー、株式会社ひびき
　弓削多醤油株式会社、お菓子な郷推進協議会
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２　選考経過報告
（１）募集
　農林振興センター、市町村等の長に対し、平成２８年５月２０日（金）から
平成２８年６月３０日（木）までの間、埼玉農業大賞の募集を実施した結果、
農業ベンチャー部門４点、地域貢献部門７点の推薦がありました。

（２）選考
　埼玉農業大賞表彰要綱第５条第２項の規定に基づき、埼玉農業大賞選考委員
会を組織し、次のとおり選考委員会を開催しました。
　ア　埼玉農業大賞選考委員会幹事会の開催
　平成２８年１０月１２日（水）、埼玉教育会館３０１会議室において、埼
玉農業大賞選考委員会幹事会を開催し、予備選考を実施しました。

　イ　埼玉農業大賞選考委員会の開催
　平成２８年１０月１７日（月）、埼玉教育会館３０３会議室において、埼
玉農業大賞選考委員会を開催し、農業ベンチャー部門・地域貢献部門で大
賞及び優秀賞の選考を実施しました。

埼玉農業大賞選考委員会委員
役　職 氏　名 役　　　　　　　　職

委 員 長 井上　　清 一般社団法人全国農業改良普及支援協会顧問

副委員長 永島　　朗 埼玉県農業協同組合中央会常務理事

委 員 江口　幸治 埼玉大学大学院人文社会科学研究科准教授

委 員 近藤美恵子 中小企業診断士

委 員 栗田美和子 （株）クリタエイムデリカ代表取締役社長

（３）選考結果
　推薦されました事例はいずれも革新的な農業経営に取り組まれ、また、地域
農業の振興や活性化に優れた活動を行うものであり、選考は難航しました。
　選考の結果、埼玉農業大賞農業ベンチャー部門の大賞として１法人、優秀賞
として２法人、地域貢献部門の大賞として１個人、優秀賞として２団体と１法
人を第７回埼玉農業大賞受賞者といたしました。

－ 2－



３　埼玉農業大賞受賞者
（１）農業ベンチャー部門

区　分 受　賞　者　名

大 賞 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

一
いっ

心
しん

園
えん

（深谷市）

優 秀 賞
株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

苺
いちご

の里
さと

（毛呂山町）

有
ゆう

限
げん

会
がい

社
しゃ

神
かみ

扇
おうぎ

農
のう

業
ぎょう

機
き

械
かい

化
か

センター（幸手市）

（２）地域貢献部門

区　分 受　賞　者　名

大 賞 竹
たけ

井
い

　好
よし

行
ゆき

・君
きみ

江
え

（行田市）

優 秀 賞

川
かわ

島
じま

町
まち

いちじく生
せい

産
さん

組
くみ

合
あい

（川島町）

越
こし

谷
がや

いちご団
だん

地
ち

生
せい

産
さん

組
くみ

合
あい

（越谷市）

ひびきの農
のう

産
さん

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

（本庄市）

敬称略

敬称略
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４　埼玉農業大賞
　　農業ベンチャー部門
　　受賞者紹介
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農業ベンチャー部門　大賞

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

一
いっ

心
しん

園
えん

１　経営概要

（１）所 在 地　　深谷市針ヶ谷

（２）代表者名　　代表取締役　山
やま
崎
ざき
　素
もと
治
じ

（３）経営内容　　ブロッコリー７ha、レタス６ha、スイートコーン４ha

なす０. ７ha　等

２　受賞理由

（１�）「社員が夢を持てる経営」を理念に雇用労力の活用と農地の集積により、大

規模露地野菜経営を実践

（２�）レタスやブロッコリー、スイートコーンなど１０品目を組み合わせることで、

年間を通し作業時間が平準化した栽培体系を確立

（３�）法人化や丁寧な農作業等が地域で評価され、毎年規模を拡大

－ 5－

株式会社一心園の皆さん
（右から1番目が代表取締役の山崎素治氏）

農作業を行う山崎素治氏



農業ベンチャー部門　優秀賞

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

苺
いちご

の里
さと

１　経営概要

（１）所 在 地　　毛呂山町下川原

（２）代 表 者　　代表取締役　田
た
中
なか
　英
ひで
也
や

（３）経営内容　　いちご５５ａ、加工・販売所１棟

２　受賞理由

（１�）平成１９年、遊休農地を活用して農業へ新規参入し、高設水耕いちご園を開

園

（２�）来園者のニーズを捉え、園内が清潔であること、子供が喜ぶこと、お得感が

実感できるサービスを取り入れた経営を実践

（３�）平成２４年、ハウスを増設するなど生産の拡大に伴い、経営を法人化

－ 6－

株式会社苺の里の皆さん
（前列右から２番目が代表取締役の田中英也氏）

苺の里オリジナル商品
いちごロールケーキといちご大福



農業ベンチャー部門　優秀賞

有
ゆう

限
げん

会
がい

社
しゃ

神
か み

扇
おうぎ

農
の う

業
ぎょう

機
き

械
かい

化
か

センター

１　経営概要

（１）所 在 地　　幸手市神扇

（２）代表者名　　代表取締役　船
ふな
川
かわ
　由
よし
孝
たか

（３）経営内容　　水稲６５ha

２　受賞理由

（１�）水田の大区画化や、ＧＰＳを搭載した大型機械を整備し、省力かつ低コスト

な稲作経営を実現

（２�）当法人が受け持つほ場数は２００にも及ぶが、全てのほ場の作業時間、収量

等を記帳し、農作業の最適化や農業機械の効率化を実践

（３�）地域で遊休化しそうな水田を積極的に借り受けるとともに、自ら農道や用排

水路の除草を行うなど、地域の農村環境の維持に貢献

－ 7－

有限会社神扇農業機械化センターの皆さん
（中央が代表取締役の船川由孝氏）

ＧＰＳを搭載したトラクタ
（水田の代かき風景）
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５　埼玉農業大賞
　　地域貢献部門
　　受賞者紹介
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地域貢献部門　大賞

竹
たけ

井
い

　好
よし

行
ゆき

・君
きみ

江
え

１　経営概要

（１）住 　 所　　行田市埼玉

（２）代 表 者　　竹
たけ
井
い
　好
よし
行
ゆき

２　受賞理由

（１�）新規就農者にとっての課題である農地確保から販路までの支援を行い、今ま

で１２人の研修生を受け入れ、うち７人の新規就農を実現

（２�）研修生の潜在的な能力を見極め、主体性を持たせた営農実践に近い研修を実

施

（３�）研修終了後は、継続して農地やハウスを利用させるとともに、収穫物は竹井

氏の販路を活用して販売させ、安定した収入を確保

－ 9－

竹井好行・君江氏 就農した元研修生による集荷風景



地域貢献部門　優秀賞

川
かわ

島
じま

町
まち

いちじく生
せい

産
さん

組
くみ

合
あい

１　経営概要

（１）所 在 地　　川島町下八ッ林

（２）代表者名　　組合長　木
き
村
むら
　悟
さとる

（３）構 成 員　　２８人

２　受賞理由

（１�）新たな町の特産物であるいちじくの栽培を通し、定年後の収入確保や生きが

い対策、遊休農地解消などを実施

（２�）組合員の所得向上と豊かな暮らしの実現を目標に、栽培技術の研鑽を行い、

消費者に高品質で安全安心ないちじくを提供

－ 10 －

川島町いちじく生産組合の皆さん いちじくの出荷物の目揃い会



地域貢献部門　優秀賞

越
こし

谷
がや

いちご団
だん

地
ち

生
せい

産
さん

組
くみ

合
あい

１　経営概要

（１）所 在 地　　越谷市小曽川

（２）代表者名　　組合長　荻
おぎ
島
しま
　元
もと
治
じ

（３）構 成 員　　４者

２　受賞理由

（１�）集客には、ＳＮＳの活用により市内のいちご観光農園と情報を共有し、各園

の集客状況を把握して来園者の誘導・案内を実施

（２�）市内の洋菓子店や県内の菓子製造会社と連携し、いちごを使用した菓子を販

売するなど、農商工連携を実施

－ 11 －

越谷いちご団地生産組合の皆さん
（2列目左から4番目が組合長の荻島元治氏）

いちご園内



地域貢献部門　優秀賞

ひびきの農
のう

産
さん

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

１　経営概要

（１）所 在 地　　本庄市早稲田の杜

（２）代表者名　　代表取締役社長　木
き
村
むら
　保
たもつ

（３）構 成 員　　３０８人

２　受賞理由

（１�）農家及びＪＡ埼玉ひびきのが出資する法人で、構成員３０８人、経営耕地面

積約６４２haで麦を栽培（地域の麦作付面積の７６％を占める）

（２�）法人の活動により地域の麦生産を維持することができ、地域の農業振興に大

きく貢献

－ 12 －

ひびきの農産株式会社の役員の皆さん
（右から２番目が代表取締役社長の木村保氏）

（左端が初代代表取締役社長（現監査役）の金井武司氏）

小麦の収穫
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